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自作教具の活用事例 

【作品名】 

ひらがなパズル 

 

【学校名】 

日立市立助川小学校 

 

【活用できる領域・教科等】 

国語 自立活動 

 

【制作者名】 

遊佐 大樹 

 

【制作の意図】 

 みんなで楽しく学習しながら、ひらがな５０

音を正しく理解できるようにする。また、語彙

を増やしたりルールを守ろうとしたりする意

欲を高める。 

 

【使用方法】 

・１人で行う場合 

 ひらがな５０音を正しく並べる。 

・複数で行う場合 

カードを選んで単語を作る。次の人は、残っ

たカードの中から単語を考える。 

 

【制作上の工夫】 

・子どもの手に持ちやすいよう、木材の厚さを

１㎝とした。 

・ケガをしないように木材の周りにヤスリをか

け、ニスを塗った。 

・視覚的にも理解できるよう、母音毎に色を変

えた。 

 

【見取り図】 

・縦９㎝、横９㎝、厚さ１㎝の木材を使用 

 

 

 

 

 

 

・母音別による色の区別 

「a」･･･赤  「i」･･･緑 

「u」･･･青  「e」･･･オレンジ 

「o」･･･紫 

 

わ ら や ま は な た さ か あ 

 り  み ひ に ち し き い 

を る ゆ む ふ ぬ つ す く う 

 れ  め へ ね て せ け え 

ん ろ よ も ほ の と そ こ お 

【写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【使用効果と応用発展】 

・低学年～中学年の小集団で活用することがで

きる。 

・ひらがな５０音の正しい順番を理解すること

ができる。 

・複数人で行うことによって、様々な語彙に触

れることができる。 

・応用発展として、５０音を使った単語を考え

る活動にも使用できる。 

 

【材料・材質・部品等】 

・木材 

・絵の具 

・ニス 

・ヤスリ 
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